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（共同研究機関等） 

 
   

    

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

HLA 半合致細胞移植(HLA が半分一致で、半分不一致のドナーから移植)療法と骨髄内骨

髄移植療法を研究の柱に据え、当大学の細胞療法を発展させるともに、包括的細胞療法の

拠点を形成するためのプロジェクトである。HLA 半合致移植は、donor availability の向

上、抗腫瘍効果の増大を目指しており、骨髄内骨髄移植は、移植ルートを改善することによ

って、1/10 程の少ない造血幹細胞数での移植が成立することを目指している。それに加え

て、GVHDおよび生着不全の改善を目指して、制御性 T細胞、間葉系幹細胞の利用をはか

る。 

 

（２）研究組織 

小川を研究代表者とし、総数9名。小川は、計画の立案と研究の総括を行う。HLA半合致移

植の臨床は、池亀和博(講師)、海田勝仁(助教)が、MHC 半合致移植の基礎研究は、井上

貴之(助教)が、骨髄内骨髄移植の研究は、相馬俊裕(准教授)と岡田昌也(講師)が、間葉系

幹細胞の研究は相馬俊裕が行っている。また、制御性 T 細胞の臨床研究は、藤盛好啓(教

授)が、基礎研究は井上貴之が行っている。包括的な細胞療法の構築を目指して、先端医学

研究所の松山知弘(教授)が脳梗塞モデルでの骨髄単核細胞を用いた細胞療法を中心に、ま

た、同部門の後藤章暢(教授)は、前立腺癌に対する遺伝子治療を中心に臨床/基礎研究を

行い、合わせて、包括的な細胞療法を目指している。 

 

（３）研究施設・設備等 

先端医学研究所、細胞移植部門(71 m2)を中心に研究を実施している。ジェネティクアナライ

ザーABI、リアルタイム PCR システム、マイクロプレートリーダー、微量高速遠心機が整備さ

れている。また、本学には、in vivo imaging analyzerが設置されていて、in vivoで、対象

となる細胞の局在、増殖などを、マウスを屠殺することなく、解析することが可能である。間葉

系幹細胞は、当大学内の CPC を用い、臍帯から独自に作成しており、現在、臨床応用への

最終段階に入っている。 
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（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

1) HLA半合致移植の GVHDの biomarkerの研究(*34)：HLA半合致移植では、GVHD

のコントロールが移植の成否を決定する。HLA 半合致移植を受けた患者で、GVHD を発症

しなかった 38 人と GVHD を発症した 25 人について、可溶性 IL-2 受容体（sIL-2R）レベル

をモニタリングし、急性 GVHD の発症を予測できるか否かと検討した。GVHD を発症しなか

った患者の sIL-2R レベルは、< 740 U/ml と低かった。一方、GVHD を発症した患者の

sIL-2Rレベルは、day 11に中央値 1,663 U/mlと上昇し、その後、減少に転じた。多変量解

析の結果、day 7の sIL-2R >810 U/ml の患者は、有意に(p<0.0101)重症 GVHDを発症

することが判った。これらの結果より、day 7 の sIL-2R レベルが、HLA 半合致移植の

GVHD の biomarker として、有用であることが判った。 

 

2) HLA半合致移植後のGVHD発症の予測因子としてのCD4(+)FOXP3(+)制御性T細胞

(Treg) の 研 究 (*45) ： 移 植 第 2 週 の 末 梢 血 検 体 を 用 い た 解 析 で 、

CD4(+)FOXP3(+)Treg/CD4(+)T細胞比は、急性GVHDを発症した患者では、発症しなか

った患者に比べて、有意に低かった。この比の違いは、GVHD の発症前から認められた。こ

の結果より、移植第2週におけるCD4(+)FOXP3(+)Treg/CD4(+)T細胞比は、HLA半合致

移植における有用な GVHD発症の予測因子であることが判った。 

 

3)移植前の腫瘍量が移植結果に及ぼす影響の研究(*1)：当科が開発した、少量 ATG とステ

ロイドを用いるHLA半合致移植は、GVL効果が高いため、非寛解期移植において、特に有

用と考えている。しかし、非寛解期患者では、移植後の再発 risk が高く、合併症も生じやす

いため、一般に治療成績が悪くなる。一方、非寛解期移植の難易度を規定する要因は、明ら

かにされていない。そこで、移植前の骨髄および末梢血の芽球%が移植結果に及ぼす影響

を、日本造血細胞移植学会に登録された移植データ(TRUMP data)を用いて解析した。

2001年から 2011年まで間に同種造血幹細胞移植(HLA適合血縁骨髄移植、HLA適合血

縁末梢血幹細胞移植、非血縁骨髄移植、臍帯血移植)がなされ、移植前の骨髄および末梢

血芽球%が報告されている 929例の急性骨髄性白血病を解析した。種々の多変量解析の結

果から、移植前の腫瘍量は、以下の 3つのグループに分けられることが判った：1) BM blast 

20% with the absence of PB blasts (level A), 2) BM blast 20% with the presence of 

PB blasts, or 20% < BM blast  60% (level B), or 3) 60% <BM blast (level C)。多変量

解析の結果、移植前の腫瘍量が有意に生存に影響を与えることが判った。level A、level B

および level C の 2 年生存率は、それぞれ 43.9%、29.1%および 20.3%であった。これらの

結果から、同種移植の成績は、単に、寛解、非寛解という分け方だけでは不十分であり、非

寛解移植では、移植前の腫瘍量を用いて解析することで、移植成績をより正確に予測できる

ことが判った。 

 

4) 間葉系幹細胞(mesenchymal stem cell=MSC)を用いた GVHD 治療の研究：現在、

MSCを用いた重症 GVHDの治療は、テムセルが保険適応となっている。これは、米国人の

骨髄由来の間葉系幹細胞である。培養に経費がかかり、極めて高価である。当科では、臍帯

から MSC を取り出し、培養増幅し、重症 GVHD の治療に用いる研究を行っている。臍帯

は、出産後廃棄されるものであり、廃物利用という側面とともに、入手しやすい、また培養増

幅が容易であるという特徴がある。マウスのGVHDの系に、このMSCを用いたところ、有意

に GVHD を軽減した。その後、兵庫医科大学に、細胞プロセッシングセンター(CPC)が平成

26 年 4 月 1 日より開設されたのに合わせ、ヒトでの応用に向けて、研究を進めた。現在、こ

の MSC を重症 GVHD の治療に臨床応用を行うべく、準備を重ねている。プロトコールは本

学の倫理審査委員会の承認が得られていて、再生医療等の安全性の確保等に関する法律
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に合わせて国に申請を行い、承認を待っている状況である。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

1)HLA 半合致移植の臨床研究(*26)：当科が開発した、少量 ATG とステロイドを用いる

HLA 半合致移植の臨床研究に関して、多施設共同で、前方向試験(第 I/II 相試験)を行っ

た。非寛解期および再発 high riskの悪性血液疾患患者 34人に対して、GVH方向 2-3抗

原不適合のドナーから、末梢血幹細胞採取を行い、移植をした。fludarabine+busulfan+ 

ATG(anti-thymocyte globulin)で前処置を行い、 tacrolimus+methylprednisolone 1 

mg/kg で GVHD 予防を行った。その結果、1 人を除いて全例で、ドナー生着が得られた。好

中球および血小板の回復は、それぞれ 11 日と 17.5 日であった。grade II 以上の重症

GVHD の発症率は 30.7%であった。慢性 GVHD(extensive type)の発症率は 20%であっ

た。14 人(41.2%)の患者で原病の再発が認められた。移植 1 年時点での移植関連死亡率

は、26.5%であった。第 II相試験の主要評価項目の移植 100日の生存は、88.2%であった。

移植時、完全寛解例および非寛解例の 1 年生存は、それぞれ、62.5%と 42.3%であった。そ

の結果、この移植法の安全性および有効性を証明することができた。 

 

2) HLA半合致移植の基礎的研究：移植片から T細胞を除去しないこの移植法において、致

死的な GVHD が生じない機序を明らかにするため、MHC 半合致のマウスモデルを独自に

構築した。現在まで、報告されているマウスの移植モデルは、1) 完全にMHCが合わない組

み合わせのモデル、2) parent to F1 or F1 to parent モデル、3) minor抗原不適合移植モ

デルであるが、これらは、通常、臨床で行われている、GVH/HVG 双方向に半合致であるこ

とを反映していない。したがって、我々は、GVH/HVG 双方向に半合致のマウスモデル

(B6D2F1(H-2b/d)→B6C3F1(H-2b/k))を構築した。recipient に、全身放射線照射(TBI) 5 

Gy or 13 Gy を照射し、donorより、T細胞を除去した骨髄細胞と T細胞源として、脾細胞を

移植した。TBI 5 Gy、TBI 13 Gyは、それぞれ、ヒトでのミニ移植(RIST)、フル移植(MAST)

に相当する。MAST群は、全例GVHDを発症し、移植後 70日までに死亡した。一方、RIST

群は、軽い GVHD を発症するものの、全例 70 日以降まで生存した。GVHD の発症に関し

て、この両群で相違が生じる機序を解析した。その結果、移植前後において、host 由来の制

御性T細胞(Treg)が、RIST群で、MAST群に比べて、有意に数多く残存し、それが host由

来の樹状細胞の数と活性化を抑制することで、GVHD を抑制していることが判った。これら

の結果から、host由来 Tregが、DCの negative regulator として、機能していることが判っ

た(*20)。 

 

3)骨髄内臍帯血移植の臨床研究(*2)：通常の造血幹細胞移植では、移植片は患者の静脈

内へ投与される。動物の移植モデルを用いた研究で、移植片を静脈内へ投与すると、ドナー

幹細胞の 90%は、肺などの臓器に trapされ、10%程度しか造血の場である骨髄に到達する

ことはできないことが判明している。骨髄移植や末梢血幹細胞移植では、数多くの幹細胞を

採取輸注できるため、この問題は、顕在化しない。しかし、臍帯血移植では、成人を対象とし

た場合、幹細胞数が少なく、これは、生着不全や生着しても、血球回復の遅延をもたらし、そ

れが臍帯血移植の治療成績の低下につながっている。そこで、移植片を直接骨髄内へ投与

することにより、この問題を解決できる可能性がある。骨髄内骨髄移植の有用性を検討する

ため、多施設前方向試験(第 I/II相試験)を実施した。第 I相試験(10例)では、骨髄内に臍帯

血を移植することの安全性を検討した。1 つの臍帯血 unit は、4 分割され、両側腸骨稜のそ

れぞれ 2 か所(合計 4 か所)に、分けて移植された。その結果、疼痛も軽微で、肺塞栓などの

合併症もなく、安全に実施できることが判った。第 II 相試験(30 例)の主要評価項目は、移植

後のドナー生着率であった。有用性については、第 I/II 相を合わせて、40 例の悪性血液疾



（様式 2） 

 

法人番号 281018 

プロジェクト番号 S1391011 

 

患患者の成績を解析した。ドナー生着は、86.8%で得られた。好中球および血小板の回復

は、それぞれ 17.5 日と 44 日であった。II 度以上の重症 GVHD の発症率は、47.5%であっ

た。慢性 GVHD(extensive type)の発症率は、3.0%と低かった。再発率および非再発死亡

率は、それぞれ 30.4%と 28.0%であった。移植 3年時点での生存率は 45.6%であった。これ

らの結果より、臍帯血を骨髄内へ移植することにより、良好な生着が得られることが示され

た。 

 

4) HLA半合致移植が、GVHDを伴うことなく、GVL効果を示す機序の研究：上記に示した、

マウスの MHC-haploidentical 移植モデルを用いて、GVL 効果を解析することを目的に、

recipient 由来の白血病細胞株を樹立した。方法は、recipient の骨髄の造血幹細胞分画を

濃縮し、白血病キメラ遺伝子 (MLL-AF9)をレトロウイルスベクターを用いて導入し、薬剤

selectionを行った後、in vitroで培養することによって、レシピエント由来の白血病細胞株を

得た。この細胞株を、13 Gyの全身放射線照射をかけた recipient mouseに移植すると、全

てのマウスは白血病を発症し、死に至った。白血病細胞株と同時に、ドナーマウス由来の T

細胞除去骨髄細胞と、T 細胞源としての脾細胞を輸注すると、レシピエントマウスは、GVHD

のため、70%は死亡したが、再発で死亡するマウスは存在しなかった。この系において、day 

-1から day -5まで、dexamethasoneを腹腔内に投与し、移植前後の cytokine stormを抑

えた時、GVHD 死亡は 15%程度に減少した。一方、再発死亡は 10%であった。これらの結

果より、dexamethasoneで移植前後の cytokineの発生を抑制することで、GVHDを抑制し

つつ、GVL効果を高めることができることが判った。現在、この機序を解析中である。 

 

＜課題となった点＞ 

少量 ATG とステロイドを用いる HLA 半合致移植は、当科の移植成績および多施設前方向

試験において、安全に施行可能であること、GVHDを抑制しても、強い GVL効果が残ること

が示された。これらの結果をさらに確認するため、多施設共同前方向で、さらに症例数を増

やして、臨床研究を行う必要がある。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

HLA半合致移植はGVL効果が高いため、非寛解期症例に対して、実施されることが多い。

このような残存腫瘍量の多い患者では、1) 化学療法の総量が多く、臓器障害の程度が高

く、感染症を伴っている頻度も高い、2) 前処置や GVL効果により、腫瘍崩壊が生じる時、大

量の炎症性 cytokine が産生され、移植合併症を増大させる、3) 輸血回数が多く、iron 

overload が生じている。これらの要因が、非寛解期移植の成績を下げる要因として、働いて

いる。したがって、HLA 半合致移植の治療成績を上げるためには、VOD 対策、高 cytokine

対策、除鉄療法など、多角的な approachが必要である。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

2015 年 11 月に、第三者(評価委員会メンバー：大阪市立大学大学院 医学系研究科長 荒

川哲男先生、神戸大学大学院医学系研究科 研究科長 片岡 徹先生、大阪大学大学院医

学系研究科 研究科長 澤 芳樹先生、和歌山県立医科大学 医学研究科長 山上裕機先

生、理化学研究所 ライフサイエンス技術基盤研究センター センター長 渡辺恭良先生)によ

る評価がなされた。MHC 半合致移植のマウスモデルを使用した研究で、host 由来の Treg

が、樹状細胞の制御を通じて、GVHD を制御していることが判り、major journal (Journal 

of Immunology)に accept されたことは高い評価を受けた。一方で、HLA 半合致移植にお

いて、重症GVHDがなくても、高いGVL効果の発現を起こることの機序をどのように明らか
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にしていくのかという質問をいただいた。それに対して、上記のマウスモデルにおいて、

recipient 由来の白血病細胞株を樹立することによって、GVL 効果を観察できる系を構築し

た。この系を用いて、予防的な steroidの投与が、GVHDを抑制するものも、GVL効果を妨

げないことが判り、現在、その機序の解析を行っている。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

HLA半合致移植で、GVHと GVLが解離し、GVHDを抑えても、GVL効果が残ることに関

して、予防的 steroid の投与が大きな役割を果たしていることが判った。現在、その機序の一

端が判り、近い内に論文化する予定である。一方、HLA 半合致移植の合併症対策は、

GVHDを抑えるだけでは不十分であり、前述した、VOD対策、高 cytokine対策、除鉄対策

など、患者の状況に応じて、強化することが重要であることが判った。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

HLA 半合致移植は、移植前の残存腫瘍量が多いため、GVHD と GVL を主とする

approach だけでは不十分である。多くの症例の蓄積があり、これらの症例をデータ化するこ

とで、AI を用いた解析が可能になるかもしれない。このことで、将来、起こる再発、GVHD や

合併症を、より正確に予測できるのではないかと考えている。これによって、同種移植は、や

ってみなければ結果が判らない治療から、予測可能な治療へと変貌する可能性がある。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）HLA 半合致移植        （２）GVHD              （３）GVL 効果         

（４）制御性 T細胞          （５）樹状細胞            （６）可能性 IL-2 受容体   

（７）                   （８）                   

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

年 2 回の骨髄移植合同班会議(厚生労働省)において、「移植前の芽球%が移植結果に及ぼ

す影響」「少量 ATG とステロイドを用いた HLA 半合致移植の成績」「host 由来

Foxp3+CD4+制御性 T 細胞は移植前後における樹状細胞の negative regulator である」

など、関連する研究成果を発表した。 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

これからも上記の班会議、学会などを通じて、研究成果を発表する予定である。 

 

 

１４ その他の研究成果等 

同種造血幹細胞移植は、その結果を予測し得ない治療法として、認識されてきた。しかし、今

回の研究を通じて、再発や VOD、GVHD、TMA など、致死的となり得る合併症が科学的に

追求可能であること、また、AI を用いる取り組みにより、解決される可能性があることなどが

明らかになった。 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

「具体性はあるが、拠点形成という視点からのインパクトが弱いので留意すること」とありまし

た。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

本学の CPCを中心に、血液疾患だけではなく、他領域の疾患に対する細胞療法を準備中で

あり、拠点形成に全力を傾けた。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

MHC半合致移植のマウスモデルを使用した研究で、host由来Tregが、樹状細胞の制御を

通じて、GVHD の制御していることが判り、major journal (Journal of Immunology)に

acceptされたことは高い評価を受けた。一方で、HLA半合致移植において、重症GVHDが

なくても、高い GVL 効果の発現を起こることの機序をどのように明らかにしていくのかという

質問をいただいた。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

上記のマウスモデルにおいて、recipient 由来の白血病細胞株を樹立することによって、

GVL 効果を観察できる系を構築することで、対応した。その結果、予防的な steroid の投与

が、GVHD を抑制するものも、GVL効果を妨げないことが判り、現在、その機序の解析を行

っている。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

設 備

平
成
2
6
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設平
成
2
7
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
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研究等

プロジェクト番号 S1391011
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年
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施 設
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装 置

研究費
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研究費
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研究費

研究費

装 置
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年
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0 0
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0 27,500 0 0 27,495 0
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0
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0

0

0
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0

0

0
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54,995
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0

0
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0

00 27,500

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

5,500
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

計

通信運搬費

年　　　度

印刷製本費
旅費交通費

0

25

（研究設備）

整備年度

研究支援推進経費

9,755

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0
0

金　　額

9,755

計

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　その他　）
報酬・委託料

1,245

補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
マウス、実験試薬、抗体、実験器具、文房具

支　出　額

実験用

0

0

0
0

11,000

実験図書資料 1,245

11,000

0

計

計

0

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

補助主体

積　　算　　内　　訳

学術図書等

補助主体
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  平成 年度

  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 11,000 11,000

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,096 発表用 1,096 英文校正

（　その他　） 749 実験図書資料 749 学術図書等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 33 学会参加 33 交通費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 409 409 実験用

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,713 実験用 8,713 マウス、実験試薬、抗体、実験器具、文房具

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 27

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 11,000 11,000

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 499 発表用 499 英文校正

（　　　　　　　）

印刷製本費
旅費交通費 12 学会参加 12 交通費

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,489 実験用 10,489 マウス、実験試薬、抗体、実験器具、文房具

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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  平成 年度

  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 10,997 10,997

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,793 委託料 1,793 英文校正

（　その他　） 51 図書等 51 学術図書等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,153 消耗品 9,153 マウス、実験試薬、抗体、実験器具、文房具

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 29

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 10,998 10,998

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 679 委託料 679 英文校正

（　その他　） 423 図書等 423 学術図書等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,896 消耗品 9,896 マウス、実験試薬、抗体、実験器具、文房具

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 28


